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W(タングステン)がプラズマ中に混入する時，様々な価数のWイオンが生じ，それ

らが発光する事でプラズマ温度が低下する．この時計測されるスペクトル𝑦(𝜆)は、各

Wイオンからのスペクトルの足し合わせであり，𝑦(𝜆) = ∑ 𝑛𝑞𝛷𝑞 + 𝜀𝑞 である． 𝛷𝑞はq

価イオン(q=22-36)の発光スペクトル，𝑛𝑞はq価イオンの密度，𝜀はノイズを表す． 

Wイオン輸送をモニターするためには，計測スペクトル𝑦(𝜆)を各Wイオンのスペク

トルに分解する必要があるが，多くの価数で𝛷𝑞は正確に知られていないため，計測

スペクトルの定量的な分解が現状では困難である． 

これまでLHDでは異なる様々な電子温度条件下で実験が行われており，計測スペク

トル形状が大きく変化する様子が複数得られている．そこで本研究では,複数のデー

タを一度に扱える非負行列因子分解と呼ばれるアルゴリズムを用いて，原子構造計算

を考慮し，かつ全ての計測スペクトル最もよく表現するような𝛷𝑞を推定した． 

図1は本手法によって推定された15種類の𝛷𝑞のうち，q=26-29を示している．原子構

造計算結果（青線）と，本手法で推定した結果（赤線）は形状が異なっている事が分

かる．図2は，複数ある計測データの中から1つに注目し，従来の手法（青線）と本手

法（赤線）でフィッティングを行った結果である．本手法の方がより計測データを再

現出来ている事が分かる．なお，従来の手法では図1の量子力学の計算結果（青線）

を用いてフィッティングを行った．2つの結果から，より実験に忠実なq価イオンの発

光スペクトル𝛷𝑞を推定出来たと考えらえる． 

 
図１：q価(q=26-29)の発光スペクトル形状  図2：計測データ（+）に対するフィッティング  

(本手法：赤線，原子構造計算結果：青線)    (赤線：本手法，青線：従来の手法) 
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